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Willebrand Factor (vWF)、CD31、D2-40の抗体を使用する。染色の程度を 4段階に分類して評価す
る。生存期間評価はカプランマイヤー法、その比較はログランクテストを使用する。 
【結果】組織分化度の症例数は、高分化 1例、中分化 7例、低分化 12例であった。免疫組織染色で
は、CD34陽性 7例、vWF陽性 9例、CD31陽性 16例、D2-40陽性 18例であった。CD34と D2-40に着
目し、病理組織学的に血管型（CD34陽性 D2-40陰性）、混在型（CD34陽性 D2-40陽性）、リンパ管
型（CD34陰性 D2-40陽性）に分類した。各組織型の症例数は、血管型 2例、混在型 5例、リンパ管
型 13例であった。治療は、手術 7例、放射線治療 15例、インターロイキン２療法 5例、化学療法（タ
キサン）7例が行われたが、各組織病型に有意な治療法のかたよりはみられなかった。その結果、無




















組織染色では、CD34 、von Willebrand Factor (vWF)、CD31、D2-40の抗体を使用し、染色の程度を
4段階に分類して評価した。生存期間評価はカプランマイヤー法、その比較はログランクテストを使
用しておこなった。 
その結果、組織分化度は、高分化 1例、中分化 7例、低分化 12例であった。免疫組織染色では CD34
陽性 7 例、vWF 陽性 9 例、CD31 陽性 16例、D2-40陽性 18 例であった。血管内皮マーカーCD34 とリ
ンパ管内皮マーカーD2-40に着目して分類すると、組織学的には血管型(CD34陽性 D2-40陰性)、混在
型(CD34陽性 D2-40陽性)、リンパ管型(CD34陰性 D2-40陽性)に分類され、血管型 2例、混在型 5例、
リンパ管型 13例であった。治療は、手術 7例、放射線治療 15例、インターロイキン 2療法 5例、化
学療法(タキサン)7例が行われたが、各組織型別に有意な治療方法のかたよりはみられなかった。そ
れらの治療結果として、無病生存期間は 10.0 (0-48)ヶ月、全生存期間は 19.0(3-48)ヶ月であった。
各組織型別の生存期間を比較検討したところ、統計的な有意差は見いだされなかったが、混在型にお
いて予後良好の傾向を示すことが分かった。 
以上の研究結果は、皮膚脈管肉腫の組織形成に着目して分類し、この分類が予後判定に有用である
可能性を示したものであり、今後の本疾患の臨床研究に貢献するものと考えられる。よって本研究は
博士(医学)の学位を授与されることに値すると判定された。 
 
